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　３月23日に名水市場 湧太郎「國之譽ホール」で美郷町ボランティア連絡協議会研修会が開かれ、125名

の参加がありました。講師にあべ十全氏を迎え、終始笑いの絶えない研修会となりました。

　同氏はラジオ番組等のメディアで活躍しているかたわら、秋田県ボランティア団体連絡協議会の副会長

としても尽力されています。

※「この広報は赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。」

「
一
日
一
善　

十
日
で
十
全
」
を
演
題
と
し
て

親
近
感
の
あ
る
秋
田
弁
で
講
演
す
る
あ
べ
十
全
氏
。

会
場
の
湧
太
郎
「
國
之
譽
ホ
ー
ル
」
に
集
ま
っ
た
参
加
者
。

講
演
が
始
ま
る
と
た
く
さ
ん
の
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。



福 祉 だ よ り第32号 （�）

　３月�6日に行われた理事会で同意を得た美郷町社会福祉協議会平成�4年度資金収支予算が、同
月�7日の評議員会で議決されました。一般会計予算は３面、特別会計予算は４面に記載しています。
　地域のみなさんから直接ご協力いただく会費や寄付金、共同募金に寄せられる善意は地域福祉
の向上に使わせていただいています。
　財政経営は一般会計、特別会計ともに厳しい状況にありますが、従来にも増して経費節減に努
め、健全財政を堅持しながら地域福祉・在宅福祉の向上を目指してさまざまな事業や福祉サービ
スを展開していきます。

気軽に参加ふれあい支援
◆地域住民グループ支援事業（ふれあいサロン）
◆介護者交流事業
◆配食サービス事業　など

ふれあいサロン配食サービス

高める関心福祉活動
◆地域福祉座談会
◆社会福祉大会
◆福祉だよりの発行　など

社会福祉大会地域福祉座談会あんしん電話一斉除排雪活動

安心・安全体制の確立
◆総合相談事業
◆出張理容補助券の交付
◆訪問介護事業　など

広がる活動ささえあい
◆一斉除排雪活動事業
◆ボランティアセンター運営事業
◆福祉あんしん電話事業　など

訪 問 介 護
出張理容補助券

歳 末 援 護

みんながつなぐ
たすけあい

◆たすけあい資金貸付事業
◆要援護者実態調査
◆歳末援護
　など

組織財政基盤の整備
◆理事会・評議員会
◆福祉委員会議
◆忌明け・快気祝いの
　ハガキ印刷　など

地域福祉トータル
ケア推進事業

◆フォローアップ事業
◆まめだ屋運営事業

理　事　会 まめだ屋運営事業

みんなが築く やさしい未来のまちづくり

平成24年度の事業計画と予算をお知らせします
一般会計支出予算は２億８１８万円
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平成24年度　一般会計資金収支予算
大 中 小 予算額

（千円） 説　　　　　　　　　　　明

経　

常　

活　

動　

に　

よ　

る　

収　

支

収　
　
　
　
　
　
　

入

会費収入 6,060 一般会費、特別会費、法人会費、団体会費
寄附金収入 202
経常経費補助金収入 81,240 町補助金（人件費・移送サービス事業・福祉センター管理費・ボランティア活動）
受託金収入 26,349 町受託金（在宅介護支援センター、高齢者支援事業）、県受託金（生活福祉資金）
事業収入 308 センター使用料、広告料、空き店舗収入
貸付事業等収入 2,500 たすけあい資金償還金
共同募金配分金収入 6,287 秋田県共同募金会（赤い羽根、歳末）より配分
負担金収入 2,381 高齢者支援事業利用者負担金、研修負担金
介護保険収入 10,790 地域支援事業（紙おむつ支給、ふれあいサロン、配食サービス、介護教室等）
事業外収入 1 研修受入れ
雑収入 73 印刷機利用料、電話利用料、その他
借入金利息補助金収入 1,214 町補助金（みさと福祉センター建設償還利息）
受取利息配当金収入 16 預金利息
会計単位間繰入金収入 36,283 特別会計（介護事業所、デイ事業）から繰入金
経理区分間繰入金収入 13,113 一般会計内での資金移動

経常収入計（1） 186,817

支　
　
　
　

出

人件費支出 120,986 職員21名、臨時職員等11名分
事務費支出 10,007 事務的費用、福利厚生費
事業費支出 34,129 地域福祉活動事業、在宅福祉事業、共同募金事業、受託事業等
貸付事業等支出 2,500 たすけあい資金貸付金
共同募金配分金事業費 892 歳末たすけあい配分金事業
助成金支出 3,104 福祉教育推進校、ふれあいサロン、出張理容、団体助成等
負担金支出 1,289 安心電話県社協負担金
借入金利息支出 1,215 みさと福祉センター整備償還利息
経理区分間繰入金支出 13,113

経常支出計（2） 187,235
経常活動資金収支差額（3）＝（1）－（2） △418

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収 施設整備等補助金収入 0
施設整備等収入計（4） 0
支 固定資産取得支出及び繰入支出 2,200 発電機、AED代
施設整備等支出計（5） 2,200
施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5） △2,200

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収　

入

借入金元金償還補助金収入 9,365 県・町みさと福祉センター償還金補助金
積立預金取崩収入 3,101 発電機、AED代、センター管理費として修繕積立金取崩
その他の収入 0

財務収入計（7） 12,466
支
出
借入金元金償還金支出 9,365 みさと福祉センター元金償還金
その他の支出 9,379 退職積立金

財務活動支出計（8） 18,744
財務活動資金収支差額（9）＝（7）－（8） △6,278

予備費（10） 90
当期資金収支差額合計額
（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10） △8,986 今年度の残金

前期末支払資金残高（12） 8,986 前年度からの繰越金
当期末支払資金残高（11）＋（12） 0 次年度繰越金

■事業費支出の主な事業
　※地域福祉活動事業
　　トータルケア事業（まめだ屋運営事業・おたすけマン事業等）、一斉除排雪事業、ネットワーク活動、ボランティア
　　育成事業
　※在宅福祉事業
　　日常生活自立支援事業、移送サービス事業
　※共同募金事業
　　総合相談、単身老人日帰り旅行、地域福祉座談会、社会福祉大会、福祉だよりの発行、トータルケア事業等
　※受託事業
　　・在宅介護支援センター（千畑地区）事業
　　・高齢者支援事業　　
　　　ふれあい安心電話、お元気はがき、生きがい活動支援通所事業、紙おむつ支給、配食サービス事業
　　・地域支援事業
　　　ふれあいサロン、転倒予防教室、健康講話、介護教室、介護者交流会、高齢者実態把握等
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平成24年度　美郷町介護事業所事業特別会計資金収支予算
大 中 小 予算額

（千円） 説　　　　　　　　　　　明

経　
　

常　
　

活　
　

動

収　
　
　

入

介護保険収入 70,311 ケアプラン作成料、訪問介護、訪問入浴、町受託金（介護予防プラン作成）等
自立支援費等収入 2,758 身障ヘルパー
補助事業収入 976 町受託金（身障入浴事業）
事業外収入 40 実習生受入れ謝礼
雑収入 5
受取利息配当金収入 1

経常収入計（1） 74,091

支　

出

人件費支出 34,353
事務費支出 401 福利厚生費
事業費支出 7,819 通信運搬費、研修費、消耗品費、印刷費、車輌費等
会計単位間繰入金支出 31,400 一般会計へ繰出金

経常支出計（2） 73,973
経常活動資金収支差額（3）=（1）－（2） 118

施
設
整
備

収 施設整備等収入計（4） 0
支 施設整備等支出計（5） 0
施設整備等資金収支差額（6）=（4）－（5） 0

財
務
活
動

収 財務収入計（7） 0
支 財務活動支出計（8） 0
財務活動資金収支差額（9）=（7）－（8） 0

予備費（10） 0
当期資金収支差額合計額
（11）=（3）+（6）+（9）－（10） 118 今年度の残金

前期末支払資金残高（12） 0 前年度からの繰越金
当期末支払資金残高（11）＋（12） 118 次年度繰越金

平成24年度　デイサービス事業特別会計資金収支予算
大 中 小 予算額

（千円） 説　　　　　　　　　　　明

経　

常　

活　

動

収介護保険収入 6,520 通所介護、介護予防通所介護
経常収入計（1） 6,520

支　
　

出

人件費支出 653 兼務職員人件費一部
事務費支出 19 福利厚生費
事業費支出 964 行事協力謝礼、通信運搬費、水道光熱費、浴槽検査料等
負担金支出 1
会計単位間繰入金支出 4,883 一般会計へ繰出金

経常支出計（2） 6,520
経常活動資金収支差額（3）=（1）－（2） 0

施
設
整
備

収 施設整備等収入計（4） 0
支 施設整備等支出計（5） 0
施設整備等資金収支差額（6）=（4）－（5） 0

財
務
活
動

収 財務活動収入計（7） 0
支 財務活動支出計（8） 0
財務活動資金収支差額（9）=（7）－（8） 0

予備費（10） 0
当期資金収支差額合計額
（11）=（3）+（6）+（9）－（10） 0 今年度の残金

前期末支払資金残高（12） 0 前年度からの繰越金
当期末支払資金残高（11）＋（12） 0 次年度繰越金
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　『ふれあいサロン』は、地域のお年寄りを対象に集落会館等を集いの場として、い
つまでも元気で過ごせるように健康づくりや、みんなで和気あいあいと一日をゆっく
り楽しく自由に過ごしていただくことを目的としてい
ます。昨年度は69箇所の地域会館で行われました。
　美郷町社会福祉協議会では『ふれあいサロン』の活
動費として年間２万円を助成しますが、申し込み期限
は６月末日までとなっています。新規に始めてみたい
という地区や詳しく内容を聞きたい方はお気軽にお問
い合せください。

美郷町社会福祉協議会（℡８５−２２９４）

　

３
月
12
日
、

み
さ
と
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
第
２

期
地
域
福
祉
活

動
計
画
策
定
委

員
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会

は
、
地
域
の
誰

も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
活
動
や
行
動
計
画
を
作
成
す
る

目
的
で
設
置
し
て
い
る
も
の
で
、
第
２
期
で
あ
る

こ
の
先
５
年
間（
平
成
24
年
度
～
28
年
度
）の
社
協

事
業
の
基
本
方
針
や
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
４
回
に
わ
た
っ
て
協
議
し
た
計
画
の
内

容
を（
案
）と
し

て
加
藤
勇
孝
委

員
長
か
ら
佐
藤

成
輝
社
協
会
長

へ
答
申
し
ま
し

た
。

　

計
画
が
策
定

さ
れ
る
と
委
員

の
任
期
は
終
了

し
ま
す
。

　美郷町社会福祉協議会では、寝たきりの方の衛生保持と在宅介護の支援を図るため
「出張理容補助券」を発行します。
　この事業は美郷理容師会の協力により行われており、美郷理容師会に加盟する理容
店で出張理容を利用した際、料金の一部として補助券（１枚3,000円）を利用できるも
のです。
　◎対 象 者：美郷町在住で在宅の寝たきりの方（障がい児含む）※年齢は問いません
　　　　　　　（常時介助を要し、日中もベッド上での生活が主である方）
　◎申請場所：みさと福祉センター
　◎申請方法：印鑑を持参し、申請書に必要事項を記入
　◎発行枚数：１人２枚まで
　◎利用できる加盟店：補助券の発行時にお知らせします。
※申請にお越しいただくことが難しい場合は電話などで
　ご相談ください。（℡８５−２２９４）

３月12日、福祉センターにて協議する
策定委員

佐藤会長（右）へ答申する加藤委員長（左）

あなたの地
ま

域
ち

でも『ふれあいサロン』始めませんか？

在宅の寝たきり世帯に『出張理容補助券』を発行します

ふれあいサロン（9/7大畑会館）で行
われた介護予防教室

第
２
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会

～
協
議
内
容
を
会
長
へ
答
申
～



舂
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リーダー研修会で講演する
秋田県老連副会長の伊藤八重子氏

声の広報をお届けしています 〜朗読ボランティア「ダンボ」〜
　朗読ボランティア「ダンボ」（会長　沢田榮子）では、町内で発行される広報紙の内容を読
み上げ、それをカセットテープに録音し、視覚障がい者の方々へお届けする活動を行ってい
ます。この活動は平成12年より開始し、年間30回以上の
活動をしながら現在に至っています。
　録音する広報紙は、町で発行している「広報美郷」「お
知らせ版」「議会だより」そして社協で発行しているこの「福
祉だより」等で、町内に住む視覚障がい者の方々への貴重
な情報提供の橋渡し役として活動しています。
　これまでの12年間で累計5,000本以上のカセットテー
プをお届けしてきました。

広報紙を読み上げ、録音作業をする
沢田会長（右）と会員

　

雪
消
え
と
共
に
何
か
と
忙
し
さ
を

感
じ
る
時
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
々

様
に
は
お
元
気
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
の
大
震
災
か
ら
早
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
は
大

変
長
か
っ
た
一
年
だ
と
推
察
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
々
様
か
ら
い
た
だ
い
た

義
援
金
は
、
174
万
３
千
50
円
に
も
な

り
、
秋
田
県
老
連
や
秋
田
魁
新
聞
社

な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
お
送
り
し
ま
し
た
。

県
老
連
の
方
か
ら
元
気
袋
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
理
事
会
で
検
討

し
た
と
こ
ろ
、
美
郷
町
老
連
の
予
備

費
を
利
用
し
て
作
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
１
個
200
円
の
も
の
を
400
個
作
り
、

美
郷
老
連
名
入
の
タ
オ
ル
を
入
れ
て

９
月
に
盛
岡
市
の
あ
す
な
ろ
屋
に
発

送
し
ま
し
た
。
い
く
ら
か
お
役
に
立

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

１
月
20
日
に
は
全
県
市
町
村
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
の
集
ま
り
が
あ
り
、
そ

の
節
に
盛
岡
か
ら
岩
手
県
老
連
の
事

務
局
長
が
お
い
で
に
な
り
、
お
礼
を

述
べ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
全
国
各

地
よ
り
た
く
さ
ん
の
物
品
を
い
た
だ

い
た
こ
と
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け

付
け
て
く
れ
た
こ
と
に
お
礼
を
述
べ

子
氏
を
招
き
、「
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
の
も
と

講
演
し
て
い
た
だ
き
、
手
足
の
体
操

や
頭
の
体
操
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
本
年
度
も

福
祉
だ
よ
り（
偶
数
月
・
年
６
回
発
行
）

に
は
『
美
郷
老
連
だ
よ
り
』
と
し
て

毎
号
半
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
も
ら
い
、
各
支
部
の
主
な
活

動
状
況
な
ど
を
掲
載
し
て
い
く
予
定

で
す
。
町
民
の
皆
様
に
活
動
内
容
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

本
年
度
も
昨
年
の
反
省
を
も
と
に

よ
り
充
実
し
た
活
動
を
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会　

長　

米
沢　

利
一

ら
れ
、
組
織
の
あ
り
が
た
さ
や
大
切

さ
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
美

郷
町
老
連
と
し
て
も
義
援
金
を
募
っ

た
り
元
気
袋
を
発
送
し
た
り
し
た
活

動
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

わ
が
美
郷
町
老
連
も
発
足
し
て
か

ら
７
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
各
支
部
間
の
交
流
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
昨
年
は
ペ
タ
ン
ク
の
練

習
試
合
（
六
郷
支
部
対
仙
南
支
部
）

を
仙
南
東
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま

し
た
。

　

７
月
８
日
に
は
秋
田
市
ス
カ
イ
ド

ー
ム
で
全
県
大
会
が
行
わ
れ
、
仙
南

Ｃ
チ
ー
ム
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
仙

南
地
区
で
も
チ
ー
ム
を
作
り
、
９
月

６
日
の
県
大
会
に
は
５
チ
ー
ム
参
加

し
ま
し
た
。
上
位
入
賞
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
次
大
会
ま
で
に
は
交

流
試
合
を
重
ね
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
ま
す
。

　

12
月
24
日
に
は
美
郷
町
老
連
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
公
民
館
で
開
か
れ
、

85
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師

に
県
老
連
副
会
長
で
あ
る
伊
藤
八
重

23
年
度
活
動
の
ま
と
め

23
年
度
活
動
の
ま
と
め

美
郷
老
連
だ
よ
り
⑥



福 祉 だ よ り（7） 第32号

　

雪
溶
け
が
進
ん
で
、
南
か
ら
花
便
り
も
聞
か

れ
る
う
れ
し
い
季
節
を
迎
え
た
と
た
ん
、
春
の

嵐
に
驚
き
ま
し
た
。

　

福
祉
科
七
期
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
先
で

社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
国
家
試

験
の
合
格
率
は
過
去
最
高
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
先
輩
に
続
け
る
よ
う
、

地
域
の
み
な
さ
ま
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し

て
、
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

福
祉
科
第
七
期
生

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
結
果

六
郷
高
校
合
格
率　

93
・
３
％

全
国
総
受
験
者
合
格
率　
　
　　
63
・
９
％

全
国
福
祉
系
高
等
学
校
合
格
率　
65
・
５
％

【
福
祉
科
進
路
状
況
】

《
福
祉
関
係
》

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　

テ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ	

（
大
仙
市
）

　
　

横
手
福
祉
会	

（
横
手
市
）

　
　

り
ん
ご
の
里　

福
寿
園	

（
横
手
市
）

　
　

ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉	

（
美
郷
町
）

　
　

大
仙
福
祉
会	

（
大
仙
市
）

　
　

ビ
ハ
ー
ラ
横
手	

（
横
手
市
）

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス	

（
大
仙
市
）

　

介
護
老
人
保
健
施
設

　
　

杏
授
苑	

（
美
郷
町
）

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
　

ク
リ
ー
ン
マ
ジ
ッ
ク	

（
大
仙
市
）

　
　

福
寿
草	

（
大
仙
市
）

　

病　

院

　
　

久
幸
会
今
村
病
院	

（
秋
田
市
）

　
　

初
富
保
健
病
院	

（
千
葉
県
）

　
　

厚
木
佐
藤
病
院	

（
神
奈
川
県
）

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　
　

湧
水
の
郷	

（
美
郷
町
）

　
　

あ
い
ぱ
る
大
曲	

（
大
仙
市
）

　
　

ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ	

（
東
京
都
）

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
大
曲	

（
大
仙
市
）

　

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

　
　

ひ
ま
わ
り	

（
大
仙
市
）

　

障
害
者
施
設

　
　

サ
ン
ワ
ー
ク
六
郷	

（
美
郷
町
）

　
　

柏
の
郷	
（
大
仙
市
）

　
　

茶
の
花
福
祉
会	
（
埼
玉
県
）

《
一
般
企
業
》

　

サ
ー
ビ
ス
業	

（
大
仙
市
・
横
手
市
）

《
進　

学
》

　

仙
台
保
健
福
祉
専
門
学
校	

（
宮
城
県
）

　

横
浜
医
療
秘
書
歯
科
助
手
専
門
学
校

（
神
奈
川
県
）

【
福
祉
科
年
間
行
事
予
定
】

４
月	

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅰ（
展
開
実
習
）

５
月	

福
祉
科
九
期
生（
二
年
生
）宣
誓
式

	

全
国
福
祉
高
等
学
校
長
会

第
一
回
理
事
会
・
学
科
長
会
議

６
月	

第
一
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

	

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅱ（
応
用
実
習
）

７
月	

各
施
設
夏
祭
り
参
加

	

福
祉
科
三
年
生
集
中
実
習（
五
日
間
）

８
月	

福
祉
科
二
年
生
集
中
実
習（
五
日
間
）

	

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅱ（
応
用
実
習
）

	

全
国
福
祉
高
等
学
校
長
会
第
18
回
総
会
・

研
究
協
議
会
並
び
に
福
祉
担
当
教
員
等
研

究
協
議
会

９
月	

福
祉
科
三
年
生
実
習
終
了

10
月	

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ（
基
礎
・
展
開
）

	

六
郷
高
校
文
化
祭
「
笹
竹
祭
」

	

産
業
フ
ェ
ア（
大
仙
市
・
美
郷
町
）

12
月	

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ
終
了

１
月	

介
護
福
祉
士
国
家
試
験

２
月	

第
二
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

３
月	

卒
業
式

◇
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
発
表

　

昨
年
の
「
笹
竹
祭
」
で
は
、
現
福
祉
科
三

年
生
が
寸
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
毎
日
の
学

習
や
施
設
実
習
で
学
び
得
た
こ
と
を
題
材
に

考
え
た
内
容
で
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
は
、
役
者
揃
い
で
す
の
で
、

今
年
度
も
感
動
す
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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編
集
後
記

　

震
災
か
ら
早
一
年
か
、
ま
だ
一
年
か

…
…
そ
の
思
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思

い
ま
す
。
津
波
で
流
さ
れ
た
町
並
み
は

長
い
年
月
を
か
け
て
元
に
戻
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
間
は

元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ

と
同
時
に
命
の
尊
さ
や
物
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
、
被
災
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
“
共
助
”
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
一
年
で
し
た
。	

Ｈ
・
Ｄ

〒 019 ─ 1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6 番地 1

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会 TEL0187（85）2294（代） FAX0187（85）2291
 senfuku@obako.or.jp

美郷町介護事業所 TEL0187（87）6128（代） FAX0187（87）6680
 misato-kaigo@atlas.plala.or.jp

上
鑓
田	

藤
谷　

富
男	

様

仙
台
市	

髙
橋　
　

稔	

様

本
堂
東
部	

高
橋　
　

惇	

様

千
屋
南
部	

戸
澤　

與
之	

様

佐
野	

大
阪　

誠
次	

様

善
知
鳥	

煙
山　
　

肇	

様

安
城
寺
上	

大
坂　

舞
子	

様

石
神	

淡
路　
　

保	

様

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
ご
寄
付
も

　

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意

の
金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意

に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
物
品
寄
付

上
深
井	

伊
藤
キ
ク
ノ	

様

（
紙
オ
ム
ツ
）

佐
野	

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス	

様

（
乳
製
品
）

米
ノ
口	

福
田
長
一
郎	

様

（
尿
と
り
パ
ッ
ド
）

■
一
般
寄
付

善
知
鳥	

藤
井　

セ
ツ	

様

よ
ね
や
株
式
会
社	

様

千
畑
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

	

ボ
ー
ル
部
保
護
者
会	

様

金
沢
小
学
校
児
童
会	

様

う
た
と
お
ど
り
の

	
美
郷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会	

様

美
郷
町
観
光
協
会	

様

六
郷
高
校	

様

■
香
典
返
し

本
堂
東
部	

田
口　

克
幸	

様

小
荒
川	
高
橋　

一
實	

様

元
本
堂
南
部	
齊
藤　

忠
治	

様

土
崎
北
部	

樽
川　
　

勉	

様

（
平
成
24
年
２
月
１
日
～

３
月
31
日
受
付
分
）

※
受
付
順

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

香
典
返
し
等
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

た
場
合
、
忌
明
け
・
快
気
祝
い
ハ
ガ

キ
の
作
成
を
無
料
で
承
り
ま
す
。

　

文
面
や
枚
数
に
つ
い
て
ご
希
望
に

応
じ
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
。

ハガキの作成
を
無
料
で
承
り
ま
す

み
さ
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す

　美郷町社会福祉協議会
　　事務局長　　　伊藤　聡胤

　課長　　　　渋谷　真弓

総務班
　班長　　　　佐藤　　繁
　主任　　　　傳野　寛史
　主任　　　　村田　　剛
　事務補助員　小松ひとみ

　課長　　　　木村　節男

地域福祉班
　班長　　　　髙橋　文広
　主任　　　　齊藤　　彰
　主任　　　　小原真智子
　主任　　　　高橋真由美
　主事　　　　竹村裕美子
　事務補助員　田口　朋子

在宅介護支援センター
　主任　　　　齊藤　　彰（兼務）

在宅福祉班
　班長（管理者）	 髙橋由美子（千畑デイ）
　主任	 藤沢　永一（六郷デイ）
　主任	 盛岡　博美（配食）
　生活相談員	 大山　文広（千畑デイ）
　介護職員	 進藤きぬ子（千畑デイ）
　援助員	 栗澤　博子（六郷デイ）
　指導員	 大阪　誠次（仙南デイ）
　援助員	 中田　京子（仙南デイ）
　援助員	 池田裕美子（仙南デイ）
　栄養士	 田口　人美（配食）
　調理員	 髙橋真由美（配食）
　調理員	 伊野　栄子（配食）
デイ：生きがいデイサービス／配食：配食サービス

　所長　　　　　　板谷　智子

居宅介護支援班
　班長（管理者）　　加賀谷陽子
　介護支援専門員　小西　蓉子（兼務）
　主任（介護支援専門員）　髙橋　和幸
　介護支援専門員　加藤まさ子
　介護支援専門員　渋谷　好美
　介護支援専門員　草薙　満穂
　介護支援専門員　戸沢利津子

訪問介護班
　班長（管理者）　　　　佐藤　　幸
　サービス提供責任者　東海林光子
　サービス提供責任者　加藤　一美
　訪問介護員　　　　　福田　弘美
　訪問介護員　　　　　橋本　教子
　訪問介護員　　　　　森川登与子
　訪問介護員　　　　　佐藤とよ子
　訪問介護員　　　　　照井　 子
　訪問介護員　　　　　高橋カヅ子
　訪問介護員　　　　　後藤テイ子
　訪問介護員　　　　　菊地千恵子

訪問入浴介護班
　班長（管理者）　小西　蓉子
　看護職員　　　加藤まさ子（兼務）
　介護職員　　　村田　貴英
　看護職員　　　山形　絹子
　介護職員　　　高橋　幸子

介護事務
　主任　　　　　小原　昭市

　退職者（３月31日付）
　　澁谷不二子

平成24年４月１日付けの人事異動に伴い、職員配置が次のとおりとなりました。

長い間お疲れ
様でした。


